
	 1	

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	

資産運用ビジネスの今後の動向	
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概要	

	 本研究は日本の資産運用ビジネスの今後の動向をさまざまな資産運用ビジネスを比較検

証し,「日本株と海外株の比較推移」という観点で資産運用ビジネスを研究して,資産運用ビ

ジネスの認知拡大収益向上の足がかりを見つけ出すことを目的としている。	

	 1.の資産運用概要では,資産運用ビジネスの基本知識から,現在日本で行われている資産

運用ビジネスを１つ１つ詳しく研究し,比較した。	

	 2.	では資産運用ビジネスの要でもある株について詳しく調べた。まず,日本株と海外株に

ついて研究し,双方を比較しどちらにどういった良さや問題があるのかを挙げた。	

	 3.	では資産運用ビジネスの今までの動きをまとめてから,今後の動きについて研究して

いく。	

	 4.	ではこれまでの研究を踏まえた上で資産運用ビジネスの問題点や失敗例などをまとめ,

逆の視点からも資産運用ビジネスの見直しを図る。	

	 5.	では,結果と課題についてまとめた。資産運用ビジネスにはまだまだ問題点や課題が山

積みであり,誰もがニュースなどで耳にする AI の波は資産運用業界にもきている	

1.	資産運用概要	
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1.1 資産運用	

	 資産運用とは,現金,不動産,株,債券など,各々が保有している資産を管理・運用をしてリ

ターン・資産を増やすことである	[6]	。実は我々が意識していないだけで,身近なところで

我々も資産運用をしている	

	

1.2 さまざまな資産運用法	

	 資産運用には数多くの種類がある。ここでは様々な資産運用法について見ていく。	

(1)預金	

	 	

(2)国債	

	

(3)投資信託	

	 	

(4)株式投資	

	 	

(5)外貨投資	

	 	

(6)不動産投資	
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2.	日本の株式と海外の株式の成長推移	

	 2.1 日本の株式の歴史	

	 日本は不況であるというニュースを近年絶えず見かけるが,果たして実際のところどうな

のか,日本の株式にはどのように影響しているのかなどをこの節では調査していく。	

	

2.3	外国の株式	

	 外国株とは,海外の企業が発行する株式のことである。海外には,グローバルに展開する優

良企業や,成長性の高い企業,日本企業以上に高い配当利回りが期待できる企業が数多くあ

り,株化の上昇も期待できる。その一方で,国内と比べて情報量が少ない,カントリーリスク

が高い国がある。	

（	

2.3.1	米国の株式	

	 外国株のうち,米国の株式には次の特徴がある	[19]	。米国は世界の投資家が目を向けて

おり,時価総額が大きい	[19]	。そして他の外国株式と比べると圧倒的に情報を得ることが

容易である	[19]	。主な市場として,世界的な一流企業が集まっているニューヨーク証券取

引所	(NYSE)	と,ハイテク銘柄を中心としたナスダック	(NASDAQ)	がある。米国株のメリッ

トは以下のとおりである	[10]	。	

	

2.3.2	中国の株式	

	 中国株の魅力は,値動きが大きいことである	[13]。値動きが大きいということは下落リス

クもあるが,大きく儲けたい人にとっては非常に魅力のある株式市場といえる。	
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2.3.3	新興国の株式	

	 インド,インドネシア,シンガポールなどの世界経済の牽引役として期待される新興国の

株のメリットとデメリットは,以下のとおりである。	

	

2.3	日本の株式と外国の株式との比較	

	 日本の株式と外国の株式を比較しそれぞれの特徴からメリット,デメリットを挙げていき,

どのような顧客にどのような株式が向いているのかなどの考察をする。日本株式は,少ない

額でもより確実に,利益を上げたいという人向け。外国株式は,リスクを負ってでも大きな利

益を一度に上げたいという人向けであることが分かった。	
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３.	資産運用ビジネスの今後の動向	

	 3.1	現在までの資産運用ビジネス	

	 投信投資顧問専業の会社（以下運用会社）について,各種のデータおよびアンケート調査

の結果を用いて,ビジネスの状況を確認した。その結果,運用会社の営業利益は年々増加して

いることがわかった。	

	 	

	

3.2 今後の資産運用ビジネス	

	 15年度まで堅調に推移し,その後 16年度に一度悪化した収益と収益率も 17年度には再び

上昇へと転じた	[5]	。ポジティブな変化の主な要因は,市場変動と,私募投信への資金流入

だったといえるだろう。	

	

3.3 資産運用ビジネスの成長性	

	 NISAの制度や,キャッシュレス制度による,カードや電子マネー決済でのポイント還元,消

費税減税など,国が資産運用ビジネスへの追い風を吹かせている傾向もあるので,期待でき

る点も多数あり,成長性は大いにあるといえる。	
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4.	 資産運用ビジネスの問題点	

	 資産運用はとても複雑で知識や経験を有するコンテンツであり,人にとって大事な資産を

扱うので,売り手も買い手もある程度の知識と経験がなければ徐々に需要はなくなり,資産

運用ビジネス自体が衰退していくだろう。今後は AI とうまく向き合い,互いの能力不足を解

消しより確実な資産運用を心がけるべきである。	
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5.	 結果と課題	

	 常に未来を見据え新たな動きに敏感に反応することが,買い手の利益にもつながり,資産

運用ビジネス業界全体の発展につながると筆者は考える。	
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